
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特に 実装基板（１９）の表面に配置された電気部品又は電子部品（２０）と実装基板
（１９）との間の、特に 隠れたはんだ接合部（２１）の外観検査装置において、
　接眼鏡ユニット（３）と、レンズヘッド（２）、レンズヘッド（２）によって受像した
画像を接眼鏡ユニット（３）に伝達する画像伝達ユニット（４）、及びテストされるはん
だ接合部（２１）を照明する照明装置（１５，１６）を有する外観検査装置であって、
　レンズヘッド（２）は、外観検査時にその軸線方向外側端が前記電気部品又は電子部品
に近接され、前記軸線方向外側端 画像偏向装置（９）を有し、レンズヘッド（
２）から出る照明装置（１５，１６）の光の が画像偏向装置（９）の偏向角と実質
的に等しく、光の 、前記軸線方向外側端 前記画像偏向装置（９）に
隣接して配置されていることを特徴とする 特に 隠れたはんだ接合部の外観検査装置。
【請求項２】
　レンズヘッド（２）からの照明装置の光の出口（１５，１６）を、画像偏向装置（９）
の両隣りにすることを特徴とする請求項１による装置。
【請求項３】
　画像偏向装置は、少なくとも１つの偏向プリズム（９）又は少なくとも１つの偏向ミラ
ーを有することを特徴とする、請求項１又は請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　画像偏向装置（９）の になることを特徴とする、請求項１乃至請
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求項３のいずれかに記載の装置。
【請求項５】
　特に、画像の視界領域の深さが最も大きい部品サイズの少なくとも半分に対応する焦点
距離を有するようにレンズが構成されていることを特徴とする、請求項１乃至請求項４の
いずれかに記載の装置。
【請求項６】
　レンズヘッド（２）はハウジング（６）を有し、ハウジングは、レンズヘッド（２）の
軸線方向外側端部に向かってテーパし且つフランジタイプのウエブ（１３，１４）によっ
て両側に境界付けられた少なくとも１つの横方向に開口した凹部（７）を備え、ハウジン
グ（６）において 偏向プリズ
ム（９）の自由表面（１０）又は凹部（７）のミラー表面が外方に向き、偏向プリズム（
９）又は偏向ミラーの下側側方エッジが、軸線方向外側端部（８）に向かってレンズヘッ
ド（２）を密閉する 、更に照明装置の光出口（１５，１６）がフランジタ
イプのウエブ（１３，１４）に配置されていることを特徴とする、請求項１乃至請求項５
のいずれかに記載の装置。
【請求項７】
　照明装置（１５，１６）は少なくとも１本のガラスファイバ束を有し、ガラスファイバ
束は、その第１の軸線方向端部を光源に接続することができ、その第２の軸線方向端部で
、レンズヘッド（２）に照明装置の光出口（１５，１６）を形成することを特徴とする、
請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の装置。
【請求項８】
　画像伝達ユニット（４）は、第１の端部が画像偏向 、特に 偏向
プリズム（９）に光学的に結合され、第２の端部が接眼鏡（３）に結合された少なくとも
１つのガラスファイバ束（１８）を有することを特徴とする、請求項１乃至請求項７のい
ずれかに記載の装置。
【請求項９】
　第２の照明装置が、装置（１）の視界方向においてレンズヘッド（２）と実質的に反対
に位置決め可能であり、且つレンズヘッド（２）の方向を照明することを特徴とする、請
求項１乃至請求項８のいずれかに記載の装置。
【請求項１０】
　第２の照明装置は、カウンターライトヘッド（２３）を有し、カウンターライトヘッド
はハウジング（２４）を有し、ハウジング（２４）は、カウンターライトヘッド（２３）
の軸線方向外側端部に向かってテーパしている少なくとも１つの横方向に開口した凹部（
２５）を備え、ハウジング（２４）内では、ガラスファイバ束（２７）を介して光源に光
学的に接続可能である偏向プリズム（２６）又は偏向ミラーが、凹部（２５）において偏
向プリズム（２６）の自由表面又は偏向ミラー面が外側に向き、且つ偏向プリズム（２６
）又は偏向ミラーの下部側方エッジがカウンターライトヘッド（２３）を軸線方向外側端
に向かって密閉するように配置されていることを特徴とする、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　第２の照明装置は、レンズヘッド（２）と実質的に同一の構造を有するカウンターライ
トヘッド（２３）を備えていることを特徴とする、請求項９に記載の装置。
【請求項１２】
　少なくとも第２の照明装置のガラスファイバ束（２７）が、可撓性のスパイラルチュー
ブ（２８）の中に延在していることを特徴とする、請求項９乃至請求項１１のいずれかに
記載の装置。
【請求項１３】
　レンズヘッド（２）やカウンターライトヘッド（２３）のガラスファイバ束が、同一の
光源に接続できることを特徴とする、請求項９乃至請求項１２のいずれかに記載の装置。
【請求項１４】
　第１及び /又は第２の照明装置又は第１及び /又は第２の照明装置の光源は、それらの発
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光強度又は光度を調整することができることを特徴とする、請求項１乃至請求項１３のい
ずれかに記載の装置。
【請求項１５】
　レンズヘッド（２）と第２の照明装置、特にカウンターライトヘッド（２３）との厳密
に規定された相対位置を調整できるように、リンク、ラック又はそれと同等のものを介し
てレンズヘッド（２）と第２の照明装置とが結合可能であることを特徴とする、請求項９
乃至請求項１４のいずれかに記載の装置。
【請求項１６】
　リンク又はラックは、レンズヘッド（２）と接眼鏡ユニット（３）との間の装置（１）
のハウジング部分（５）に十分にしっかりと固定できる自由に延在するブラケット（２９
）を有するか、又は前記ハウジング部分（５）の一部をなし、ブラケット（２９）は、ガ
イドエレメント（３０）において長手方向に変位可能である保持装置（３１）を有し、保
持装置には、第２の照明装置が固定可能であり、保持装置を用いてレンズヘッド（２）と
カウンターライトヘッド（２３）との間の軸線方向の距離を調整することができることを
特徴とする、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　電子的、光学的又は磁気的種類の画像記憶装置、画像変換装置、及び /又は画像処理装
置が、接眼鏡ユニット（３）の領域において画像伝達に間接的又は直接的に結合すること
ができることを特徴とする、請求項１乃至請求項１６のいずれかに記載の装置。
【請求項１８】
　請求項１乃至請求項１７のいずれかに記載された装置を使用して、特に ＳＭＤ、ＢＧ
Ａ、ＣＳＰ又はＦＣ部品等の実装基板又はそれと同等のものの表面に配置された電気部品
又は電子部品と実装基板との間のはんだ接合部の品質をチェックする方法であって、
　部品は、マトリックス状に幾つも列をなして且つ隙間ができて配置され、且つ形状及び
機能について実装基板に相補的に配置された対応する数の接触点とはんだ付け可能な多数
のはんだピン、はんだボール又ははんだ点を備え、
ａ）装置のレンズヘッドを通り過ぎるようにはんだ点の列又はギャップの間隔に従って部
品を徐々に移動させ、又は逆に部品を通り過ぎるように装置のレンズヘッドを徐々に移動
させることで、テストされる部品の第１の側方のはんだ接合部の最外列のはんだ接合部の
外観検査を行い、
ｂ）部品又は装置を夫々９０度回転させ、部品の更なる側面の最外列のはんだ接合部の方
法ステップａ）に類似した外観検査を行い、
ｃ）夫々のギャップ又は列間に形成された を光学的に見るための外観検査を行う
方法ステップからなることを特徴とするはんだ接合部の外観検査方法。
【請求項１９】
　方法ステップｃ）を、カウンターライトで行うことを特徴とする、請求項１８に記載の
方法。
【請求項２０】
　方法ステップａ）と方法ステップｂ）に加えて、同時に又は時間を合わせて交互に、ギ
ャップ間又は列間に形成された の中を見ることによって、内側列のはんだ接合部
をはんだ欠陥のために視覚的に検査することを特徴とする、請求項１８又は請求項１９に
記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、請求項１の前提部による特に隠れたはんだ接合部の外観検査装置に関する。
加えて、本発明は、請求項１８による方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
特にＳＭＤ（表面実装装置）を使用し、ここではいわゆるＢＧＡ（ボール　グリッド　ア
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レイ）、チップ　スケール　パッケージ（ＣＳＰ）及びフリップ　チップ（ＦＣ）をも使
用したはんだ技術の分野において、部品の下側と実装基板との間のギャップ高さが小さい
がために、外側ピン配列及び内側ピン配列の双方とこれと対応する実装基板の接触点との
はんだ接合部の品質を、単なる目視検査だけではもはやチェックできないという問題が生
じている。その上、対応する電気部品又は電子部品、若しくは組立体は、はんだ後に電気
的な機能テストを一般的に受けている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、これはまず第１に時間浪費型であり、それゆえ費用がかかり、次にはんだ
接合部に電流が流れているか、若しくは開回路であるか短絡が起こっているかの情報のみ
を単に与えるに過ぎない。個々のはんだ接合部の品質情報かくして個々のはんだ接合部の
健全さや予想される寿命の情報をこのテスト方法では与えることができない。
【０００４】
Ｘ線によってはんだ接合部を非破壊的に検査する方法が更に知られている。この公知の方
法では結局は、短絡を引き起こす隣接するピン間の望ましくないはんだジャンパや、実装
基板の接触点に部品のピンが正しく位置決めされているかのみを検査することが可能であ
るに過ぎず、個々のはんだ接合部の品質、即ち、個々のはんだ接合部の表面の外観品質、
又は例えばはんだ領域にある望ましくないフラックス残留物に関して供述することは不可
能である。加えて、かかるユニットは、入手し且つ維持するのにお金がかかり、この公知
の方法を適用すると、放射線の照射に関して完全には危険を免れない。その上、かかるユ
ニットは、高度に訓練された専門家でしか操作できない。
【０００５】
はんだ接合部の品質を決定する更なる公知の方法は、夫々のはんだ接合部の断面の顕微鏡
写真を撮ることである。この方法では、例えば部品のはんだ点の十分な溶融、かくして実
装基板の接触点の満足のいくぬれなどの、はんだ接合部の品質に関する信頼性のある情報
を得ることが確かに可能であるにも係わらず、破壊的なテスト方法がここでは含まれ、は
んだ処理の操作パラメータを決定するために無作為のサンプリングでしか使用することが
できない。その上、個々のはんだ接合部の表面の外観検査がまた、この場合不可能である
。
【０００６】
最後に、医療分野及び工学技術分野において、接近できない領域を視覚的に検査すること
のできる照明装置付きの内視鏡が知られている。公知の内視鏡は、実質的に管状構造を有
し、その軸線方向外側端に照明付きの偏向ユニットが配置され、該偏向ユニットは、管状
構造から出てくる光をギャップ方向に偏向させ、又はギャップの画像を接眼鏡の方向に偏
向させる。しかしながら、そのタイプの構造を有するために、特にＢＧＡや他のＳＭＤに
おいてよくあることだが、特に１ mm以下のギャップ高さの範囲にある低い高さのギャップ
の中を見ることは不可能である。
【０００７】
この従来技術から始まって、本発明の目的は、比較的単純で且つ費用に対し最も効率の良
い方法で、特に隠れたはんだ接合部の非破壊的な外観検査を可能にする一般的な装置を造
ることにある。
この目的は、請求項１の教示による装置によって達成される。
本発明の更なる目的は又、特にＳＭＤ部品やＢＧＡ部品等の、実装基板やそれと同等のも
のの表面に配置された電気部品又は電子部品と実装基板との間のはんだ接合部の品質が簡
単に検査可能である方法を提供することにある。
本発明の有利な発展は、従属請求項によって与えられる。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明によると、特に、例えばＢＧＡ等の、実装基板等にはんだ付けされた電気部品又は
電子部品と実装基板との間の隠れたはんだ接合部の外観検査装置は、はんだ接合部の品質
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を検査するために、最も重要なこととして接眼鏡ユニット、レンズヘッド、レンズヘッド
で受像した画像を接眼鏡ユニットに伝達する画像伝達ユニット、及びテストされるはんだ
接合部を照明する照明装置を有している。換言すれば、本発明による装置は、最も重要な
こととして、工業用内視鏡又は医療用内視鏡の基本的な構成の形態を有している。更に、
レンズヘッドの領域において何はさておきそれ自体公知の画像偏向装置の方法で設けられ
ている。
【０００９】
　しかしながら、公知の内視鏡に対比して、本発明による装置では、レンズや偏向装置が
、外観検査時に電気部品又は電子部品に近接されるレンズヘッドの軸線方向外側端

いる。このような構成により画像出口、即ちレンズの画像 を従来技術と比較して
実装基板にかなり近づけて配置させることができ、より小さい高さのギャップやその中に
配置されたはんだ接合部を視覚的に検査することができる。
【００１０】
　同様に、照明装置又は光出口がレンズ又は偏向ユニットの上方又は下方に配置され、そ
れによって、視覚的に到達されるギャップ高さが大きくなり、及び /又は望ましくない光
の影が生じてしまう公知の内視鏡と比較して、本発明によると、レンズヘッドからの照明
装置の光の が画像偏向の偏向角と実質的に等しく、光の はレンズヘッドの上記
軸線方向外側端 画像偏向装置と隣接して配置されている。これを換言すれ
ば、一方では、実装基板面又はギャップ平面に関連して照明装置が画像出口即ちレンズの
画像 と実質的に同じ高さに配置され、他方では、画像照明はいかなる垂直方向の影を
生じることなく行われることを意味する。
【００１１】
１ mmか十分これ以下の高さを有するギャップのはんだ接合部を全体的に、本発明による装
置を用いて単純な方法で視覚的に検査することができる。このことは、概して部品下側と
実装基板との間のおよそ０．０２ mm乃至０．８ mmのギャップ高さを有する例えばＢＧＡ、
ＣＳＰ、又はＦＣ等の個々のはんだ接合部を、はんだの欠陥、望ましくないジャンパ形成
、汚染及びこれと同等のもののために非破壊的に外観検査可能であることを特に意味する
。
【００１２】
　根本的にどのような方法においても、照明装置の光をレンズヘッドにおいて単線横方向
に出すことができる。しかしながら、本発明の好ましい実施例によると、レンズヘッドか
らの照明装置の光を画像偏向装置の両隣りで出し、それによって視界を完全に照明する。
　接眼鏡の方向において観察される対象物の方向からレンズヘッドにおいて画像の偏向又
は偏移が、例えば最も単純な場合、偏向ミラーによって、いかなる方法でも行なわれる。
しかしながら、好ましくは、画像偏向装置は、それ自体公知の方法で偏向を行なう偏向プ
リズムを有するのが良い。それゆえ、ミラーの偏向と比較すれば、特に画像の視覚的品質
を向上させることができ、特に又、画像出口、即ちレンズの画像 を更に下方に、即ち
レンズヘッドの軸線方向外側端の方向に移動させることができる。
【００１３】
　 偏向角度は実質的に９０度になるのが良い。こ
れは換言すれば、本発明のこの実施例による装置は、レンズと接眼鏡との間の光軸に関連
して、実装基板かくしてギャップ平面に対して実質的に直角に位置決めされることを意味
する。それゆえ、高密度実装された実装基板でかくして検査する部品間のギャップが比較
的狭いものにも本装置を使用することができる。
【００１４】
特に、検査しなければならない部品のはんだ接合部が部品のエッジ領域における外側のは
んだ接合部だけでないならば、本発明による更に特に好ましい実施例によると、画像の視
野領域の深さや焦点距離が、例えば部品の幅の半分、部品の長さの半分、又は部品の直径
の半分等、部品サイズの少なくとも半分に対応するように構成されるのが良い。この方法
では、ギャップ内部の全体を、部品の両側から相互に検査することによって視覚的にチェ
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ックすることができる。
【００１５】
特に好ましい実施例によると、レンズヘッドはハウジングを有し、該ハウジングは、レン
ズヘッドの軸線方向外側端部に向かってテーパし且つフランジタイプのウエブによって両
側を境界付けられた少なくとも１つの横方向に開口した凹部を備えている。ハウジング及
び凹部、並びに偏向プリズム又は偏向ミラーの下側側方エッジに関連して、偏向プリズム
の自由表面、即ちギャップに向かう表面、又は外方に向かう凹部のミラー表面がレンズヘ
ッドを軸線方向外側端部に向かって密閉するように、偏向プリズム又は偏向ミラーがこの
ハウジングに配置されている。これは換言すれば、極端に低いギャップの中への画像偏向
を保証するために偏向プリズム又は偏向ミラーの下端を実装基板に直接当接させる一方、
フランジタイプのウエブによってプリズム又はミラーの側方端部が損傷を受けるのを防ぎ
、且つプリズム又はミラーがこれらのウエブによって同時に固定可能であることを意味す
る。この実施例では、照明装置の光出口をフランジタイプのウエブに更に配置することが
できる。
【００１６】
更に好ましい実施例によると、照明装置は少なくとも１本のガラスファイバ束を有し、ガ
ラスファイバ束は、その第１の軸線方向端部が、外部かさもなくは装置内か装置上に配置
した光源に接続可能であり、その第２の軸線方向端部でレンズヘッドに照明装置の光出口
を形成している。特に適当な照明強度があるならば、狭いギャップを照明するのに十分な
小さい直径を有するガラスファイバの束を特に使用することによって単純な方法で光を出
すことが可能である。２つ又はそれ以上の光出口をレンズヘッドに設けるならば、夫々の
ガラスファイバ束を光出口と光源との間で１つの束に結合して共通の光源に送ることがで
きる。
【００１７】
レンズヘッドから接眼鏡までギャップ画像を伝達するのを、例えばレンズシステム又はミ
ラーシステムを用いて行うことができる。しかしながら、好ましくは本発明による画像伝
達装置は、少なくとも１つの更なるガラスファイバ束を有し、該ガラスファイバ束は、そ
の第１の端部が特に偏向プリズム等の画像偏向ユニットに光学的に結合され、その第２の
端部が接眼鏡に光学的に結合されているのが良い。
【００１８】
縁部領域と、もしレンズの被写体深度が十分あるならば、例えばＢＧＡ等のはんだ領域の
内部領域との双方において、原理上、全種類のはんだ欠陥を上述の実施例によって視覚的
に検査し且つ決定することができる。
とりわけ、それだけに限られた意味ではないが、短絡を引き起こす望ましくないはんだジ
ャンパ、即ち多数のはんだ点を有するＢＧＡ、ＣＳＰ、又はＦＣ等の隣接した「はんだピ
ン」間のジャンパを検出すべきならば、本発明の特に好ましい実施例によると、第２の照
明装置が設けられ、該照明装置は、ギャップ平面に関連して装置の視界又は画像方向にお
いてレンズヘッドと実質的に反対に位置決めすることができ、且つレンズヘッドの方向に
照明する。かくして、はんだ点の個々の列間のギャップ間隙を通して見て、カウンターラ
イト光源を認識することによって短絡ジャンパをなしとするか、逆にカウンターライト光
源を見ることができないなら、望ましくないジャンパを明白な方法で決定することが単純
な方法で可能となる。
【００１９】
本発明の更なる実施例によると、第２の照明装置は、カウンターライトヘッドを有し、カ
ウンターライトヘッドは、カウンターライトヘッドの軸線方向外側端部に向かってテーパ
している少なくとも１つの横方向に開口した凹部を備えたハウジングを有し、ハウジング
内では、ガラスファイバ束を介して光源に接続可能である偏向プリズム又は偏向ミラーが
、凹部の偏向プリズムの自由表面又はミラー表面が外側に向き、且つ偏向プリズム又は偏
向ミラーの下部側方縁がカウンターライトヘッドを軸線方向外側端に向かって密閉するよ
うに配置されている。これは換言すれば、光の偏向及び光の放射がプリズムを介して行わ
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れるが、プリズムは、この実施例においていかなる種類の画像伝達機能をも有さないこと
を意味する。前述した形状のために、プリズム及びかくして光出口を、実装基板の表面近
くそれゆえギャップ平面に再び配置することができる。
【００２０】
後者の別の実施例によると、第２の照明装置は、装置のレンズヘッドと実質的に同一の構
造を有するカウンターライトヘッドを備えている。この実施例では、カウンターライトヘ
ッドとレンズヘッドは夫々、照明装置及び /又は画像検出器としての役目を同時に又は交
互に果たし、その結果、ギャップを例えばＢＧＡの両側から同時に又は交互にチェックす
ることができる。この端部まで、カウンターライトヘッドのプリズムを、レンズヘッドの
接眼鏡又はその代わりに分離した接眼鏡と可逆に結合することができる。
【００２１】
特に、本発明の更なる実施例によると、カウンターライトヘッドがカウンターライト光源
としての役割を単に果たすだけならば、少なくとも第２の照明装置のガラスファイバ束を
、可撓性のスパイラルチューブの中に延在させることができる。この方法で、まず最初に
ガラスファイバ束が機械的損傷から確実に保護され、第２にカウンターライトヘッドを、
変化するＢＧＡの寸法と一致させることによって特にレンズヘッドからの距離を調整する
ことができる。
【００２２】
カウンターライトヘッドの照明装置及びレンズヘッドの照明装置を、いかなる方法によっ
ても異なる光源に結合することができる。しかしながら、好ましくは、レンズヘッドやカ
ウンターライトヘッドのガラスファイバ束を、同一の光源に接続するのが良い。それによ
って、単純且つ費用的に効果のある全体構成配置を獲得する。
【００２３】
更なる実施例によると、第１及び /又は第２の照明装置又は第１及び /又は第２の照明装置
の光源は、それらの発光強度又は光度を調整することができる。
レンズヘッドがカウンターライト光源によって照明可能であることが本発明にとって非常
に重要である。レンズヘッドと第２の照明装置、特にカウンターライトヘッドとの厳密に
規定される相対位置を調整できるように、好ましくは、リンク、ラック又はそれと同等の
ものを介してレンズヘッドと第２の照明装置がこの端部まで結合できるのが良い。
【００２４】
特別に好ましい具体例によると、リンク又はラックは、この目的のために、レンズヘッド
と接眼鏡との間の装置のハウジング部分に十分にしっかりと固定できるブラケットを有す
るか、前記ハウジング部分の一部をなす。この実施例では、ブラケットは、ガイドエレメ
ントにおいて長手方向に変位可能である保持装置を有し、保持装置には、第２の照明装置
が間接又は直接に固定可能であり、且つ保持装置を用いて特にレンズヘッドとカウンター
ライトヘッドとの間の軸線方向の距離を調整することができる。
【００２５】
ギャップ又はその中に配置されたはんだ接合部の画像は、レンズによって接眼鏡に伝達さ
れ、接眼鏡の観察者によって直接検査される。しかしながら、好ましい実施例によると、
電子的、磁気的又は光学的種類の画像記憶装置、画像変換装置、及び /又は画像処理装置
を、接眼鏡の付近に間接的又は直接的に結合することができる。これは、例えば、ＣＣＤ
画像センサが対応するレンズを介して接眼鏡に直接的又は間接的に接続可能であるビデオ
又はテレビカメラである。そのように受像されたビデオ画像は、スクリーンに写され、及
び /又はコンピュータにおいて画像処理を受ける。それによって、例えば基準画像と比較
することで、ＢＧＡの下のはんだ接合部のチェックを本質的にいかなる方法によっても自
動化することができる。その上、離間した高さ、即ちギャップをビデオスクリーンで直接
測定するか、コンピュータのプログラムによって測定することで、はんだ接合部の品質の
尺度である臨界高さを検出できる。
【００２６】
本発明による装置は、それ自体公知の方法でＸ -Ｙテーブル上に配置され、その上で、調
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査される実装基板の部品のはんだ接合部を装置の下のテスト位置にもって来るか、それと
は反対に、装置を実装基板の部品のはんだ接合部の上にもって来ることができる。
本発明によると、上述の装置は、特別に有利な方法で、特にＳＭＤ、ＢＧＡ、ＣＳＰ又は
ＦＣ部品等の実装基板又はそれと同等のものの表面に配置された電気部品又は電子部品と
実装基板との間のはんだ接合部の品質をチェックする方法に使用される。実装基板のはん
だ接合部に関して調査される部品は、幾列にも且つ間隔をあけてマトリックス状に配置さ
れた多数のはんだピン又ははんだ点を備え、はんだピン又ははんだ点は、実装基板に形状
及び機能について相補的に配置された対応する数の接触点とはんだ付け可能である。本発
明による方法は、以下の方法ステップを有する。
【００２７】
ａ）まず最初に第１の方法ステップにおいて、テストされる部品の第１の側方のはんだ接
合部の最外列のはんだ接合部の外観検査を行い、外観検査でははんだ点の列又はギャップ
の間隔に応じて、装置のレンズヘッドを通過するように部品を徐々に移動させ、或いはそ
の逆に、徐々に部品を通過するように装置のレンズヘッドを移動させる。ここでは全ての
はんだ点をチェックすることは全然必要ではなく、代わりに隅のはんだ点をチェックする
ことではんだの品質全体に関して比較的信頼性のある知見を容易に得ることができる。そ
の上、はんだ接合部の品質を評価するに当たって、特にフラックス残留物と、例えばはん
だ工程中、十分な溶融の尺度としてのＢＧＡのはんだ点における特に「頂部」等の例えば
はんだ接合部の幾何学的形状等のはんだ接合部の表面と、部品及び実装基板の共通平面の
双方を使用することができる。実装基板面から部品下側の距離即ち離間した高さは、はん
だ接合部の品質の更なる尺度即ち少なくともはんだ工程中、はんだ点の十分な溶融の尺度
である。後者は、本発明による装置によってギャップ高さとして容易に測定することがで
きる。
【００２８】
ｂ）更なる方法ステップにおいて、部品又は装置を夫々９０度回転させ、部品の更なる側
面のはんだ接合部の最外列の各列の方法ステップａ）に類似した外観検査を引き続き行う
。
ｃ）部品の電気的機能を損なう隣接するはんだピン間の望ましくないジャンパを信頼性良
く決定するために、本発明による更なる方法ステップにおいて夫々のギャップ又は列間に
形成されたチャンネルを光学的に見る外観検査を行う。
【００２９】
ａ）乃至ｃ）の方法ステップをこの時間連続して実行する必要は必ずしもない。部品をレ
ンズヘッドを通過するように徐々に移動させ、又はその逆にレンズヘッドを部品を通過す
るように移動させる間、特に方法ステップｃ）の代わりに、方法ステップａ）と方法ステ
ップｂ）を同時に実行しても良い。
好ましい実施形態によると、方法ステップｃ）をカウンターライトで実行し、それによっ
て、望ましくない短絡ジャンパを特に容易且つすばやく認識する。
【００３０】
　部品又は部品と実装基板との間のはんだ接合部を方法ステップａ）と方法ステップｂ）
とで同時に又は時間を合わせて交互に十分にチェックするために、内側列のはんだ接合部
を、ギャップ間又は列間に形成された の中を見ることではんだの欠陥を視覚的に
チェックすることができる。特にそれによってギャップ内部における部品と実装基板との
間の共通平面上の欠陥を容易に且つ信頼性高く決定することができる。
【００３１】
本発明を、例示的な図面と共に１つだけの実施例によって以下に詳細に説明する。
【００３２】
【発明の実施の形態】
図１に示す本発明による装置１は、実質的に内視鏡の外形を有している。装置１は、それ
自体公知の方法でレンズを含むレンズヘッド２、接眼鏡ユニット３、レンズヘッド２によ
って受像された画像を接眼鏡ユニット３に伝達する画像伝達ユニット４を更に備えている
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。画像伝達ユニット４は、装置１の実質的に管状のハウジング部分に配置され、図２によ
る図面において概略的にのみ示すガラスファイバ束１８を有し、ガラスファイバ束１８は
、レンズヘッド２と接眼鏡ユニット３とを視覚的に即ち、画像を伝達するように結合して
いる。その代わりとして、レンズヘッド２と接眼鏡ユニットとの間にレンズを直列に並べ
て、画像を伝達し且つ結果的に画像を拡大するようにしても良い。
【００３３】
図２に拡大して示すレンズヘッド２は、好ましくはステンレス鋼ででき且つ断面がじょう
ご状に形成されたハウジングを有している（図１参照）。ハウジング６は、図２による図
面では実質的に正方形形状を有した凹部７を備えている。凹部７は更に、下方に、即ち装
置１の軸線方向外側端８に向かって開口すると共に、側方に、即ち図１による図面では観
察者に向かって開口している。凹部７では、自由プリズム面１０が外側（図１による図面
において左側）に配置され、接眼鏡ユニット３及びレンズヘッドによって形成された垂直
方向の軸線１１から出て逆に水平方向の軸線１２に入っていく９０度だけ光路の偏向又は
屈折が起こる。
【００３４】
凹部７は、２つのフランジタイプのウエブ１３，１４によって横方向に境界付けられてい
る。これらのウエブは、第１に偏向プリズム９を機械的損傷から保護する役目を果たし、
第２に、ウエブ１３，１４の軸線方向外側端に照明装置の一部である光出口１５，１６が
配置されている。光出口１５，１６は、この実施例ではガラスファイバ束の夫々の軸線方
向自由端部によって形成され、その軸線方向自由端部は、レンズヘッド２及びハウジング
部分５を通って光源（図示せず）の光を伝送する役目をする光ファイバ接続部１７に通じ
ており、その結果、光出口１５，１６の双方が同一の光源から通じている。ガラスファイ
バ束は光出口の付近に向けられているので、光の出口角度は画像偏向の偏向角度と実質的
に等しく、それによって視覚的に到達し得る視野の全体をいかなる垂直方向の影を生じる
ことなく照明することができる。
【００３５】
図１では、本発明による装置１、より正確にはレンズヘッド２が、実装基板上に規定通り
に配置されるか実装基板面の上方短距離のところに保持されている。ＢＧＡ（ボール　グ
リッド　アレイ）の形態を有する公知の電子部品２０が、はんだ点２１を介してはんだに
よって実装基板に公知の方法で固定されている。一定の比率でなく拡大した厚さで示す、
部品下側と実装基板表面との間のギャップ２２は、概して０．０２ mm乃至０．８ mmのギャ
ップ高さを有している。上述した本発明の特徴によって、レンズヘッド２の軸線方向最遠
位端部に直接至る偏向プリズム９、プリズムかくして画像出口、即ちレンズの画像入口点
の構造を全体的にギャップ領域に移動させることができ、それによってギャップかくして
ギャップ内に配置された内部はんだ接合部に視覚的にアクセスでき、その上、光出口が、
実装基板表面上方において画像出口、即ち画像入口点と実質的に同一の軸線方向高さにあ
るために、十分な照明及びかくして良好な観察をギャップ領域で確保できる。
【００３６】
図１に示す本発明による装置１の実施例は更に、カウンターライトヘッド２３を備えてい
る。カウンターライトヘッド２３は、レンズヘッド２のハウジング６と類似した方法で、
レンズヘッド２に対して上述したように、凹部２５とこの中に配置された偏向プリズム２
６を備えている。しかしながら、レンズヘッド２に対比して、偏向プリズム２６は接眼鏡
３に視覚的に結合しているのではなく、むしろ特にステンレス鋼でできた可撓性のスパイ
ラルチューブ２８に収容されたガラスファイバ束２７を介してガラスファイバ接続部１７
、かくしてレンズヘッド２の照明装置と同じ光源（図示せず）と結合している。偏向プリ
ズム２６は特に、実質的にレンズヘッド２に向かって、カウンターライトをギャップ２２
に導入する役目を果たす。
【００３７】
ハウジング部分５の領域において、自由に延在するブラケット２９が装置１に固定されて
いる。その上、溝タイプのガイドエレメント３０がブラケット２９に形成され、クランプ
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メンバー３１が、軸線方向に、即ちブラケット２９の軸線方向に変位可能且つクランプに
よって固定可能なようにガイドエレメント３０に収容されている。スパイラルチューブ２
８に延在するガラスファイバ束２７は、クランプメンバー３１に保持され、その結果、ク
ランプメンバー３１の変位に伴ってカウンターライトヘッド２３を矢印の方向に同時に変
位させることができ、かくしてカウンターライトヘッド２３とレンズヘッド２との間の厳
密な距離を異なるサイズのＢＧＡ部品に特に適合するように調整することができる。その
上、ブラケット２９は、垂直方向に調整することができ且つ少なくとも９０度回転するこ
とができるので、逆に必要のないとき、ハウジング部分５にブラケットをもってきて、カ
ウンターライト２３と共に非操作位置において結合させることができる。
【００３８】
接眼鏡ユニット３の領域において、装置１は光学画像の焦点を合わせる焦点調整装置３２
を備えている。加えて、光学画像処理装置又は画像記憶装置に受像されるギャップ画像を
供給するために、ビデオカメラ３３が接眼鏡ユニット３に光学的に結合されている。その
上、伝達された画像を拡大するＴＶズームアダプタをカメラと接眼鏡ユニットとの間に配
置しても良い。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明による装置の実施例を概略的に示す正面図。
【図２】図２は、レンズヘッドが図１による図面と比較して９０度回転した状態で、図１
による実施例のレンズヘッドを拡大して概略的に示す部分切断図である。
【図３】本発明による装置のカウンターライトヘッドの、図２に対応する概略拡大図。
【符号の説明】
１　　装置
２　　レンズヘッド
３　　接眼鏡ユニット
４　　画像伝達ユニット
６　　ハウジング
７　　凹部
９　　偏向プリズム
１０　　自由プリズム面
１３，１４　　ウエブ
１５，１６　　光出口
１７　　ガラスファイバ接続部
１８　　ガラスファイバ束
２０　　電子部品
２１　　はんだ点
２３　　カウンターライトヘッド
２５　　凹部
２６　　偏向プリズム
２８　　スパイラルチューブ
２９　　ブラケット
３０　　ガイドエレメント
３１　　クランプメンバー
３３　　ビデオカメラ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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